
七事式の解説

�	

正
客
は
折
据
を
す
み
か
け
に
し
て
次
客
に

送
る

　
二
の
花
は
仮
座
に
進
ん
で
座
り
、
替
札

を
膝
前
に
置
き
、
折
据
を
取
っ
て
札
を
入

れ
、
折
据
を
閉
じ
て
右
手
で
四
客
に
送
り

ま
す
。

　
四
客
は
替
札
と「
月
」の
札
を
交
換
し
て

三
客
に
送
り
ま
す
。
飲
み
終
え
た
ら
茶
碗

を
返
し
ま
す
。
三
客
は
折
据
に
札
を
入
れ

て
次
客
に
送
り
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
の
次
客
は「
花
」の
札
を
替
札

と
交
換
し
て
正
客
に
折
据
を
送
り
、
替
札

を
持
っ
て
左
膝
か
ら
立
ち
�
、
点
前
座
に

進
み
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
が
後
ろ
を
通
る
と
、
二
の
花

は
右
膝
か
ら
立
ち
、
三
足
さ
が
り
、
次
客

の
座
に
右
足
か
ら
入
り
ま
す
。

　
正
客
は
折
据
に
札
を
入
れ
て
、
定
座
に

留
め
置
き
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
が
茶
杓
を
取
る
こ
ろ
、
正
客

は
折
据
を
取
り
、
折
据
を
す
み
か
け
で
次

�	
仕
舞
い
花
は
替
札
を
持
っ
て
、
左
膝
か
ら

立
つ

�	

仕
舞
い
花
は
茶
碗
を
定
座
に
出
す
。
札
を

取
っ
た
三
人
は
札
を
見
る

客
に
送
り
ま
す
�
。

　
次
客
以
降
は
折
据
を
縦
に
取
っ
て
、
札

を
取
り
、
四
客
ま
で
同
様
に
送
り
ま
す
。

　
四
客
は
折
据
が
送
ら
れ
る
と
、
替
札
を

縁
内
下
座
に
よ
け
�
、
折
据
を
前
に
進
め

な
が
ら
に
じ
り
出
ま
す
。

　
茶
碗
の
出
さ
れ
る
位
置
を
考
慮
し
、
折

据
を
畳
縁
か
ら
畳
目
三
つ
あ
け
た
位
置
に

す
み
か
け
に
置
き
�
、
自
席
に
戻
っ
て
、

替
札
を
膝
前
に
戻
し
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
が
茶
碗
を
定
座
に
出
す
と
、

札
を
取
っ
た
三
人
は
揃
っ
て
札
を
見
て

�
、「
月
」（
正
客
）の
み
名
乗
り
ま
す
。

�	

四
客
は
替
札
を
縁
内
下
座
に
よ
け
る

�	

折
据
を
畳
縁
か
ら
畳
目
三
つ
あ
け
た
位
置

に
す
み
か
け
で
置
く
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七事式の解説

　
三
の
月
の
正
客
は
、札
を
上
座
に
置
き
、

茶
碗
を
取
り
に
出
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
は
棚
の
替
札
を
持
っ
て
客
付

に
向
き
、
膝
前
に
替
札
を
置
い
て
、
折
据

を
取
り
、
替
札
を
入
れ
て
、
す
み
か
け
で

返
し
�
、
居
前
に
戻
り
ま
す
。
釜
に
水
一

杓
を
さ
し
て
�
、
茶
碗
が
戻
る
の
を
待
ち

ま
す
。

　
四
客
は
折
据
を
取
り
に
出
て
、
自
席
に

戻
り
ま
す
。
札
を
入
れ
て
折
据
を
す
み
か

け
に
し
て
三
客
に
送
り
、
三
客
以
降
も
同

様
に
札
を
入
れ
ま
す
。

　
正
客
は
札
を
入
れ
る
と
、
折
据
を
上
座

に
留
め
置
き
、
茶
碗
を
返
し
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
は
茶
碗
を
膝
前
に
取
り
込

み
、
一
同
総
礼
を
し
ま
す
�
。

　
座
替
わ
り
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
元
の
座
に

右
足
か
ら
戻
り
ま
す
。

　
仕
舞
い
花
は
、
通
常
の
棚
の
薄
茶
点
前

�	

釜
に
水
一
杓
を
さ
す

�	
仕
舞
い
花
は
折
据
に
替
札
を
入
れ
す
み
か

け
に
し
て
出
さ
れ
た
位
置
に
返
す

�	

茶
碗
を
膝
前
に
取
り
込
み
、
一
同
総
礼
を

す
る

の
通
り
仕
舞
い
つ
け
を
し
て
、
柄
杓
、
蓋

置
を
棚
に
荘か

ざ

り
�
、
茶
碗
を
勝
手
付
に
割

り
付
け
て
、
棗
を
棚
に
荘
り
ま
す
。
建
水

を
持
っ
て
左
膝
か
ら
立
ち
、
四
足
さ
が
っ

て
座
り
ま
す
。

　
建
水
を
置
き
�
、
右
膝
か
ら
立
っ
て
三

足
さ
が
り
、
自
席
に
戻
り
ま
す
。

　
亭
主
は
仕
舞
い
花
が
後
ろ
を
通
る
と
左

膝
か
ら
立
っ
て
三
足
さ
が
り
、
踏
込
畳
に

左
足
で
入
り
ま
す
。

�	

柄
杓
と
蓋
置
を
棚
に
荘
る

�	

建
水
を
置
く
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七事式の解説

　
正
客
は
次
客
に
次
礼
を
し
て
、
次
客
以

下
の
歌
を
拝
見
し
㉜
、
文
台
を
縁
外
に
置

い
て
次
客
に
送
り
ま
す
。

　
正
客
は
折
据
を
取
っ
て
開
け
、
中
の
札

を
取
っ
て
㉝
、
縁
内
畳
目
二
目
あ
け
た
位

置
に
置
き
、
折
据
を
縁
内
畳
目
五
目
あ
け

た
位
置
で
次
客
に
送
り
ま
す
。

　
次
客
以
降
も
同
様
に
歌
を
拝
見
し
て
文

台
を
送
り
、
札
を
取
っ
て
折
据
を
送
り
ま

す
。

　
亭
主
が
札
を
取
っ
て
折
据
を
下
座
に
置

く
と
、
一
同
は
揃
っ
て
札
を
見
て
、「
月
」

（
正
客
）は
名
乗
り
ま
す
㉞
。

　
春
、
夏
の
時
季
は「
花
」、
秋
、
冬
の
時

　
季
は「
月
」が
名
乗
り
ま
す
。

　
亭
主
か
ら
順
に
折
据
に
札
を
入
れ
て
送

り
、
折
据
が
正
客
に
戻
る
と
、
正
客
は
縁

外
で
上
座
の
畳
縁
か
ら
五
目
あ
け
た
位
置

㉞	

揃
っ
て
札
を
見
て「
月
」は
名
乗
る

㊲	

亭
主
は
文
台
に
硯
箱
を
の
せ
、
文
台
を
持

っ
て
立
つ

に
留
め
置
き
ま
す
。

　
亭
主
は
記
録
紙
を
取
っ
て
巻
き
㉟
、
巻

き
終
わ
り
を
内
側
に
折
り
込
ん
で
、
左
ま

わ
り
に
正
面
を
正
し
ま
す
。

　
亭
主
は
月
を
名
乗
っ
た
正
客
の
前
に
記

録
紙
を
持
っ
て
進
み
、
わ
た
し
ま
す
㊱
。

亭
主
は
一
膝
さ
が
っ
て
一
礼
を
し
ま
す
。

正
客
は
記
録
紙
を
持
っ
た
ま
ま
受
け
礼
を

し
ま
す
。

　
亭
主
は
元
の
座
に
戻
り
、
文
台
に
硯
箱

を
の
せ
て
、
文
台
を
持
ち
㊲
、
水
屋
に
さ

が
り
ま
す
。

㉜	

正
客
は
次
礼
を
し
て
、
歌
を
拝
見
す
る

㉝	

折
据
を
取
っ
て
開
け
、
中
の
札
を
取
る

㉟	

亭
主
は
記
録
紙
を
取
っ
て
巻
く

㊱	

亭
主
は
月
を
名
乗
っ
た
正
客
に
記
録
紙
を

わ
た
す
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